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しらかば通信 
 東京真田町の会 No.33 

 

2026（令和 8）年度 第 39 回総会・懇親会のご案内 

陽春の候となりましたが、会員の皆様にはご健勝のこととお慶び申し上げます。 

この度、「東京真田町の会」第39回総会・懇親会を下記の要領にて開催のはこびとな

りました。今年は４市町村が合併して新生上田市が誕生し、２０周年を迎えた記念すべ

き年であり、当総会は、当会の今後を占う重要な会となりますので、出来るだけ多くの

皆様にご出席を賜りたいと存じます。また、懇親会を一段と楽しんで戴くためにベテラ

ンのジャズ歌手、夏山美樹さんにご出演をお願いし、懐かしい唄も聞けるように配慮し

ました。懇親の時間を十分長くとってありますので、カラオケを楽しんでいただき、ま

た、恒例のリンゴくじ引きも用意しました。どうか皆様方、お互いにお誘い合いの上、

ご出席賜りますよう、ご案内申し上げます。 

 

記 

期 日 ２０２４年５月１９日（日） 

会 場 アルカディア市ヶ谷私学会館、六階「霧島」 

千代田区九段北 4-2-25、TEL03-3261-

9921(代) 

受 付 １１：３０より 

総 会 １２：１０～１２：３０ 

講 演 １２：４０～１３：１０、堀内道夫氏 

― 記念撮影・休憩 ― 

懇親会 １３：３０～１6：3０ 

懇親会費 8,000円（会員でない方は4,000円） 

年 会 費 1,500円 

出欠の返信方法 同封の返信葉書で4月19日

（金）までにお送り下さい。締切り後に出席を希

望される 

方は、返信葉書または電話でご連絡下さい。 

懇親会での余興、娯楽など 籤引きによる贈りもの 

など、カラオケ時間も十分とってあります。 

－ そのほかのご案内 － 

3) お問合せの際は下記へご連絡ください。 

会長・事務局 深町共榮   
TEL ０９０-７２２５-６４９１ 

副会長 柴田小夜子  
TEL ０３-３４６７-４０３５ 

4) 次の各駅から会場までは徒歩約 2分です。 

a) 地下鉄有楽町線･南北線 市ヶ谷駅（出口1、A1） 

b) 地下鉄新宿線 市ヶ谷駅（出口A1、A4 ） 
c)  JR中央総武線（各駅停車）市ヶ谷駅  

第39回総会・懇親会 

記 

期 日 2026(令和8)年５月17日（日） 

会 場 アルカディア市ヶ谷私学会館、五階「大雪」 

千代田区九段北 4-2-25、TEL03-3261-9921 

受 付 １１：３０より 

総 会 １２：００～１２：４０ 

― 記念撮影・休憩 ― 

懇親会 １３：００～１6：3０ 

アトラクション ジャズ歌手 夏山美樹さん 

懇親会費 8,000円（会員でない方は4,000円） 

年 会 費 2,000円 

出欠の返信方法 同封の返信葉書で4月24日（金）

までにお送り下さい。締切り後に出席を希望される 

方は、電話、FAX、メールでご連絡下さい。 

懇親会での余興や娯楽 籤引きによる贈りものなど、

また、カラオケ時間もあります。 

－ そのほかのご案内 － 

1) 年会費(2,000円)を払込取扱票にて振込願います。 

2) 返信葉書に記入された近況は日本ダボスNo.39 

へ掲載されます。 

白菜の積込み（八木 五郎） 

材
木
叁
厹 

咁原 

昌
咂 
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第
39
回
総
会
・ 

懇
親
会
に
あ
た
勂
て 

会
長 

深
町 

共
榮 

桜
花
爛
漫
た
る
好
季
節
䣍
会
員
の
皆
様
は
如
何

お
過
ご
し
で
し
䣯
う
か
䣎 

今
年
も
東
京
真
田
町
の
会
䣔
第
39
回
総
会
・
懇

親
会
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
䣎
会
員
の

皆
様
に
は
䣍
出
来
る
だ
け
都
合
を
つ
け
て
ご
出
席

頂
け
ま
す
よ
う
䣍
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
䣎 

今
年
は
䣍
上
田
市
と
真
田
町
䣍
丸
子
町
䣍
武
石

村
が
平
成
18
䥹
２
０
０
６
䥺
年
に
合
併
し
て
䣍
新

生
上
田
市
が
誕
生
し
䣍
20
周
年
を
迎
え
た
記
念
す

べ
き
年
で
あ
り
ま
す
䣎
こ
の
こ
と
は
䣍
と
り
も
な

お
さ
ず
䣍
真
田
町
の
町
制
が
消
え
䣍
20
年
過
ぎ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
䣎
合
併
時
の
箱
山
好
猷
町
長
に

よ
る
と
䣍当
会
の
合
併
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
䣍

現
行
の
と
お
り
と
し
䣍
合
併
し
て
３
年
後
を
目
途

に
䣍
他
の
３
市
町
村
の
会
と
の
融
和
を
図
り
な
が

ら
建
設
的
で
発
展
的
な
会
と
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
協
議
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
を
述
べ
て
お

ら
れ
ま
す
䣎䣍
そ
の
後
䣍
同
年
11
月
29
日
に
当
会

と
東
京
上
田
会
䣍
東
京
丸
子
会
䣍
東
京
武
石
会
の

役
員
の
集
ま
り
が
持
た
れ
た
も
の
の
䣍
具
体
的
な

協
議
は
な
く
䣍
東
京
武
石
会
は
䣍
東
京
上
田
会
に

合
流
し
䣍
東
京
丸
子
会
は
解
散
し
ま
し
た
䣎
現
在

上
田
市
の
ふ
る
さ
と
会
は
䣍
当
会
と
東
京
上
田
会

の
二
つ
と
な
り
ま
し
た
䣎
合
併
１５
年
を
経
て
䣍
上

田
市
役
所
に
て
䣍
上
田
市
䣍
真
田
地
域
自
治
セ
ン

タ
䤀
䣍
東
京
真
田
町
の
会
䣍
東
京
上
田
会
の
代
表

が
集
ま
り
䣍
上
田
市
の
ふ
る
さ
と
会
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
も
ち
ま
し
た
が
䣍
具
体
的
な
方
針
が
き

ま
ら
な
い
ま
ま
今
日
に
至
䣬
て
い
ま
す
䣎 

当
会
の
運
営
で
は
䣍
大
き
な
問
題
が
二
つ
あ
り

ま
す
䣎
そ
の
一
つ
は
䣍
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
䣍

会
員
数
が
激
減
し
た
こ
と
で
す
䣎
現
在
の
会
員
数

は
䣍
60
名
程
度
䣍平
成
８
年
頃
の
十
分
の
一
で
す
䣎

も
う
一
つ
は
䣍
役
員
の
補
充
で
す
䣎
現
在
䣍
会
長

は
䣍
事
務
・
会
計
を
兼
ね
て
お
り
ま
す
䣎
こ
の
役

員
不
足
で
会
の
運
営
が
破
綻
し
そ
う
で
す
䣎
破
綻

を
さ
け
る
た
め
䣍
上
田
市
の
䣓
ふ
る
さ
と
会
䣔
と

し
て
䣍活
発
な
活
動
を
し
て
い
る䣓
東
京
上
田
会
䣔

に
合
流
し
て
は
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
䣎し
か
し
䣍

当
会
は
䣍
真
田
町
が
音
頭
を
と
䣬
て
発
足
し
䣍
東

京
上
田
会
は
䣍
関
東
の
高
校
同
窓
会
が
集
ま
り
発

足
し
て
お
り
䣍運
営
形
態
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
䣎

こ
の
た
め
二
つ
の
会
の
合
流
は
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
䣎
残
念
な
こ
と
䣍
当
会
を
発
足
さ
せ
た
真
田

町
は
す
で
に
無
く
䣍
現
在
は
䣍
上
田
市
真
田
地
域

自
治
セ
ン
タ
䤀
の
う
し
ろ
だ
て
で
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
䣎
本
来
な
ら
ば
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
の

目
的
が
䣍
現
在
で
は
曖
昧
と
な
䣬
て
し
ま
い
ま
し

た
䣎
こ
れ
ら
問
題
に
つ
き
䣍
第
39
回
総
会
で
は
䣍

会
員
皆
様
の
ご
意
見
を
受
け
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
䣍
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎䣎 

当
会
初
代
会
長
の
小
林
孝
雄
さ
ん
䥹
曲
尾
出
身
䥺

が
䣍
昨
年
の
誕
生
日
に
て
百
寿
を
迎
え
ら
れ
䣍
お

元
気
で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
䣎
最
近
䣍
お
手
紙
を

戴
き
ま
し
た
が
䣍
当
会
の
会
員
数
減
と
䣍
役
員
不

足
を
心
配
さ
れ
て
お
ら
れ
て
ま
し
た
䣎
ま
た
䣍
今

後
の
あ
り
か
た
に
つ
き
䣍
上
田
市
及
び
真
田
地
域

の
責
任
者
の
皆
様
と
共
に
考
え
て
は
と
述
べ
ら
れ

て
お
ら
れ
ま
し
た
䣎
大
変
参
考
に
な
る
ご
意
見
か

と
と
存
じ
ま
す
䣎 

 

総
会
叹
吟
呀
吆
后
吾
呉
出
演 

夏
山
美
樹
厷
台
叏
紹
介 

           

幼
少
期
よ
り
ピ
ア
ノ
・
バ
レ
エ
を
習
い
䣍
高
校

よ
り
声
楽
科
へ
す
す
む
䣎
73
年
䣍
日
本
テ
レ
ビ

䣓
ス
タ
䤀
誕
生
䣔
第
9
回
決
勝
大
会
優
勝
䣎
高

校
に
通
い
な
が
ら
歌
手
デ
ビ
䣻
䤀
䥹
芸
名
䣍
梶

た
か
子
䥺䣎
78
年
よ
り
夏
山
美
樹
に
改
名
し
䣍

女
優
の
道
へ
進
む
䣎
宇
野
重
吉
の
娘
役
な
ど
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映
画
に
出
演
䣎
森
進
一
の
恋
人

役
な
ど
舞
台
に
出
演
䣎
東
宝
ミ
䣻
䤀
ジ
カ
ル
な

ど
に
も
多
数
出
演
䣎
さ
ら
に
シ
䣼
䤀
シ
ン
ガ
䤀

と
し
て
海
外
公
演
を
行
う
䣎
90
年
代
よ
り
ジ
䣺

ズ
シ
ン
ガ
䤀
と
し
て
2
枚
の
ア
ル
バ
ム
を
リ

リ
䤀
ス
䣎
現
在
は
䣍䣓
銀
座Swing

䣔
を
は
じ
め
䣍

都
内
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
多
数
出
演
䣎
ジ
䣺
ズ

ボ
䤀
カ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
し
な
が
ら
䣍
後
進

の
指
導
を
行
䣬
て
い
る
䣎
ち
な
み
に
䣍
ご
主
人

は
ア
ニ
メ
䤀
シ
䣼
ン
映
画
監
督
の
杉
井
ギ
サ
ブ

ロ
䤀
さ
ん
で
䣍
本
年
度
第
49
回
日
本
ア
カ
デ
ミ

䤀
賞
に
て
䣍
会
長
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
て
お
り

ま
す
䣎 

 

䥹
坂
口
英
一
理
事
の
紹
介
䥺 

 

さ
ふ
る
さ
と
小
中
学
校
新
入
生
数 

令
和
７(

2025)

年
度
䣍
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
䣎 

表
に
示
す
よ
う
に
䣍
真
田
自
治
セ
ン
タ
䤀
調

査
に
よ
り
ま
す
と
䣍
こ
の
年
度
に
お
け
る
両
中

学
校
の
新
入
生
数
合
計
は
72
名
䣍
お
よ
び
四
つ

の
小
学
校
新
入
生
の
そ
れ
は
64
名
で
し
た
䣎 

                  

学校名 男子/人 女子/人 計/人 令6年度

菅平中学校 1 2 3 (12)

真田中学校 41 28 69 (62)

中学校生徒総計 42 30 72 (74)

菅平小学校 2 6 8 (6)

⾧小学校 5 4 9 (11)

傍陽小学校 5 7 12 (7)

本原小学校 17 18 35 (40)

小学校生徒総計 29 35 64 (64)

令和７年度真田地域小学校及び中学校入学者数
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祝 

新
生
上
田
市
誕
生
20
周
年 

 

平
成
18
年
3
月
に
䣍
旧
上
田
市
に
丸
子
町
䣍
真

田
町
䣍
武
石
村
が
合
併
し
䣍
新
生
上
田
市
誕
生
か

ら
䣍
令
和
8
年
3
月
で
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
䣎 

こ
の
間
䣍 

・
平
成
19
年
上
田
市
市
民
憲
が
制
定
䣍 

・
23
年
上
田
市
自
治
基
本
条
例
の
施
行
及
び
市

花
䣓
さ
く
ら
䣔
の
制
定
䣍 

・
26
年
交
流
文
化
セ
ン
タ
䤀
・
市
立
美
術
館
䣓
サ

ン
ト
ミ
䣻
䤀
ゼ
䣔
オ
䤀
プ
ン
䣍 

・
28
年
NHK
大
河
ド
ラ
マ
䣓
真
田
丸
䣔
放
映
ス
タ
䤀

ト
䣍 

・
29
年
公
立
大
学
長
野
大
学
設
立
䣍 

 

・
令
和
元
年
ラ
グ
ビ
䤀
イ
タ
リ
ヤ
代
表
が
菅
平
で

ト
レ
䤀
ニ
ン
グ
キ
䣺
ン
プ
を
実
施
䣍 

・
3
年
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
被
災
し
た
上

田
電
鉄
別
所
線
が
復
旧
䣍
市
役
所
新
庁
舎
オ
䤀

プ
ン
䣍 

・
6
年
地
域
コ
ミ
䣻
ニ
ケ
䤀
シ
䣼
ン
ア
プ
リ
䣓
キ

ク
も
ん
䣔
運
用
開
始
䣍 

・
7
年
䣓
平
和
の
灯
モ
ニ
䣻
メ
ン
ト
䣔
設
置
䣍 

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
䣎 

    
 

  

 

長
野
大
学
双
理
系
学
部
厮
新
設 

 

平
成
29
年
に
私
立
䣓
長
野
大
学
䣔
が
上
田
市
に

よ
る
公
立
大
学
と
な
り
な
り
ま
し
た
䣎
公
立
化
に

あ
た
り
䣍私
は
検
討
委
員
の
一
人
と
し
て
参
画
し
䣍

意
見
を
述
べ
て
き
ま
し
た
が
䣍
そ
の
折
䣍
文
系
の

学
部
だ
け
で
は
な
く
䣍
地
元
の
企
業
の
育
成
を
考

慮
し
䣍
理
工
系
学
部
と
教
育
・
研
究
レ
ベ
ル
の
向

上
に
向
け
て
䣍
大
学
院
の
新
設
を
強
く
要
望
致
し

ま
し
た
䣎
そ
の
結
果
䣍
公
立
化
し
て
間
も
な
く
䣍

大
学
院
が
開
設
さ
れ
䣍
今
年
度
䥹
令
和
８
年
䥺
か

ら
度
䣍
理
系
の
学
部
が
誕
生
し
䣍
学
部
の
編
成
替

え
も
行
わ
れ
ま
し
た
䣎 

学
部
の
構
成 

・
社
会
福
祉
学
部
䥹
定
員
150
名
䥺  

・
地
域
経
営
学
部
䥹
再
編
䥺䥹
定
員
150
名
䥺 

・
共
創
情
報
科
学
部
䥹
新
設
䥺䥹
定
員
90
名
䥺 

・
大
学
院 

総
合
福
祉
学
研
究
科 

少
子
化
の
中
に
お
い
て
䣍
私
立
大
学
当
時
で
は

定
員
割
れ
と
な
り
ま
し
た
が
䣍
公
立
化
に
伴
い
定

員
割
れ
は
解
消
し
䣍
学
部
学
生
に
加
え
䣍
大
学
院

生
の
卒
業
生
も
加
わ
り
䣍
今
後
䣍
大
学
の
発
展
が

大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
䣎 

 

第
1
回 

厘
取
召
厷
叉
信
州
叏
叅
及
厦
呍信
州
叏
東
京
厙叏
案
内 

長
野
県
人
会
連
合
会
・
会
長 

鈴
木
敏
文 

当
県
人
会
連
合
会
は
䣍
今
ま
で
行
䣬
て
き
た
3

大
行
事
䥹
2
月
の
新
年
会
䣍
6
月
の
総
会
䣍
10

月
の
秋
の
大
会
䥺
を
統
一
し
䣍
年
1
回
毎
年
6
月

の
第
一
土
曜
日
を
予
知
日
に
䣓
ふ
る
さ
と
信
州
の

つ
ど
い―

信
州
の
東
京
䣔
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
䣎
本
行
事
は
䣍
首
都
圏
で
活
躍
す
る
長

野
県
出
身
者
や
長
野
県
関
係
企
業
等
と
長
野
県
及

び
市
町
村
等
と
の
連
携
を
深
め
䣍
双
方
に
有
効
な

関
係
を
構
築
し
䣍
互
い
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
つ

ど
い
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
䣎 

今
年
の
つ
ど
い
は
䣍
令
和
8
年
6
月
6
日
䣍

ホ
テ
ル
ニ
䣻
䤀
オ
䤀
タ
ニ 

鶴
の
間
䥹
東
京
都
千

代
田
区
紀
尾
井
町
4－1
䥺
で
開
催
い
た
し
ま
す
䣎
参

加
費12,000

円
䣎
連
絡
先
NKR
長
野
県
人
会
連
合

会
䥹Tel 03-5829-9333

䥺䣎
申
込
締
切
4
月
30

日
で
す
䣎 

 

受
章
厬
叢
又
叉
厨
厶
厸
厦
叟
去 

こ
の
度
䣍
高
齢
者
叙
勲
で
清
水
俊
治
さ
ん
䥹
88

才
䣍
上
田
市
真
田
町
曲
尾
䥺
が
旭
日
単
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
䣎
清
水
さ
ん
は
䣍
真
田
町
議
を
平

成
10
年
か
ら
上
田
市
合
併
の
18
年
ま
で
の
2
期
䣍

上
田
市
議
を
平
成
18
年
か
ら
26
年
ま
で
の
2
期

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
䣎
上
田
市
議
で
は
䣍
副
議
長

を
歴
任
䣎
議
員
を
務
め
ら
れ
た
お
り
䣍
東
京
真
田

町
の
総
会
に
は
䣍し
ば
し
ば
出
席
し
て
い
た
だ
き
䣍 

ふ
る
さ
と
の
様
子
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
䣎 

 

第
51
回
衆
議
院
総
選
挙
䥹
令
和
8
年
2
月

8
日
投
票
䥺
長
野
県
3
区
開
票
の
結
果
䣍
自
由
民

主
党
の
井
出
庸
生
氏
(48)
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
䣎 

 

 

上
田
市
呍市
長
及
叔
議
員
選
挙
結
果 

 

３
月
29
日
に
上
田
市
長
及
び
議
員
の
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
䣎
市
長
に
は
䣍
2
名
が
立
候

補
し
䣍
議
員
に
は
䣍
定
員
28
名
の
と
こ
ろ
䣍
41

名
の
立
候
補
が
あ
り
ま
し
た
䣎 

開
票
の
結
果
䣍
市
長
に
は
新
人
の
斉
藤
達
也

氏
(50)
が
僅
差
で
現
職
の
土
屋
陽
一
氏
(69)
を
破

り
䣍
初
当
選
し
ま
し
た
䣎
ま
た
䣍
議
員
に
関
し

て
は
䣍
真
田
地
域
か
ら
立
候
補
し
た
䣍
佐
藤
論

征
氏
と
古
市
順
子
氏
が
当
選
し
ま
し
た
䣎䣍
さ
ら

に
䣍
竹
室
出
身
で
丸
子
地
域
か
ら
立
候
補
し
た
䣍

齋
藤
加
代
美
氏
が
当
選
し
ま
し
た
䣎 

年
会
費
の
振
込
を 

同
封
の
振
込
用
紙
に
て
䣍
本
年
度
会
費
2000
円

の
振
込
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

会
費
振
込
先 

ゆ
う
ち
䣯
銀
行 

口
座
番
号 

00110-1-255577 

 

厹
只
厭
发
通
信 

No.

33
䣍 

発
行
日 

2026
䥹
令
和
8
䥺
年
3
月
31
日 

東
京
真
田
町
の
会 

事
務
局 

深
町
共
榮
䣍 

〒
386-

2203
長
野
県
上
田
市
真
田
町
傍
陽
825-

7
䣍 

 

Tel &
 Fax 0268-75-3886

䣍M
 090-7225-6491 

 E
-m

ail  t.fukam
achi80@

gm
ail.com

 

䣗
カ
䣹
ト
の
版
画
は
䣍
文
集
䣓
傍
陽
の
子
䣔䥹
昭

和
30
年
䥺
か
ら
引
用
䣘 
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